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ＪＲ東労組  業務部 

これまでの 20 年間の努力や不安を抱えている

職場の組合員に対して、この回答は不充分だ。

会社の考えを明らかに示すべきだ！！ 

今回の事業再編はグループとして戦略的に行う

ものであり、表現しにくい事がある。意図的で

はない。不安なく、新しく推移できればと思う

気持ちは皆同じだ。 

「気持ちは同じ」と言ったが現場は違う！多く

の組合員が不安を抱え、仕事に影響している。

会社も現場に来て見えているはずだ！ 

団体交渉で真摯に議論するのは当然であり、こ

の回答だけでなく議論を通じて回答を補完して

いく。 

若手は出向となる施策に対して、出向には反対

すべきという強い声もある。組合員に返せる回

答を示すべきだ！ 

 

特に若手の出向に対する気持ちは、現場に行っ

て話を聞き十分わかる。今後、グループが向か

うべき方向性を説明するのは大切だ。 

職場から出された 400 項の意見を整理し、この

要求に集約している。職場の想いが込められた

要求に対して、会社の姿勢を示すべきだ！ 

 

回答が短いから会社が安易に考えているという

わけでない。重い施策だと受け止めている。真

摯に議論していきたい！ 

・「一番付加価値が高いところを目指していく」「新しい技術力を持ち、保ち、発展

させる」という操業開始当時の考え方は再編後も変わらない。 

・4000両を製造した実績や車両製造の原価構成など、同業他社と比較しても技術

的なものを含めてＪＲ東日本としての大きな成果だ。 

・２０年間の歴史の中で、４０００両を製造した実績は日本一。 

（旧東急車輛は６０年間で８０００両） 

・メンテナンスの声が車両製造にダイレクトに伝わる体制は再編後も変わらない。 

・地場産業との関係は今後も変わらない。材料の調達は新潟と横浜のどちらで購入

するかは検討課題。 


